
令和７年度第３回岡崎市市民協働推進委員会会議録 

 

１ 開催及び閉会に関する事項 

令和８年２月 18日（水）13時 30分～15時 

 

２ 開催場所 

  岡崎市役所西庁舎 503号室 

 

３ 出席委員及び欠席委員の氏名 

⑴  出席委員（８名） 

牛山 久仁彦 委員（明治大学政治経済学部教授） 

太田 俊昭  委員（岡崎市社会福祉協議会会長） 

岩月 幹雄  委員（岡崎商工会議所専務理事） 

山田 美代子 委員（りぶらサポータークラブ副代表） 

野村 綾乃  委員（FMおかざき市政情報パーソナリティ） 

深田 賢之  委員（特定非営利活動法人 岡崎まち育てセンター・ 

りた 事業推進マネージャー） 

稲垣 ちえみ 委員（公募委員） 

近藤 忠彦  委員（公募委員） 

 

⑵ 欠席委員（２名） 

関谷 みのぶ 委員（名古屋経済大学人間生活科学部教育保育学科教授） 

長坂 秀志 委員（岡崎市総代会連絡協議会会長） 

 

４ 説明等のため出席した事務局職員等の職氏名 

市民協働推進課：畔柳康弘（課長）、鈴木温子（副課長）、中村晋一（市民協

働係長）、野田亜里子（市民協働係主事）、高野景子（市民協働係事務員） 

 

５ 傍聴者等 

 ０名  



６ 審議事項 

⑴ 第４期岡崎市市民協働推進計画案パブリックコメント結果について 

事務局から資料について説明。 

＜以下、各委員の意見等＞ 

委員長 ： １件のパブリックコメントがあったということだが、意見や質問

はあるかどうか。 

委員 ： 世知辛い世の中になる前は、小学校を地域に向けて開放していた

ことがあったため、いただいたパブリックコメントには賛成でき

るが、防犯上の問題もあることから、どこまで開放できるかは調

整が必要かと思う。 

委員長 ： 仰るとおり、学校も防犯上の問題など、様々な課題があるため、

教育委員会や学校等と連携の上執り進めて行ければよいのでは

ないか。 

委員長 ： このパブリックコメントは、小学校の学校図書室や調理室の配置

を移動したらどうかという意味のものか。 

事務局 ： そのように認識している。 

委員長 ： 本当に人が出入りしてよいかというところも踏まえ、慎重に検討

すべきだが、貴重な意見であるため、関係課への共有をお願いし

たい。 

寄せられたパブリックコメントについては、事務局案のとおり市

の考えを示すこととし、計画案の内容に対しては直接的に変更を

生じないものということで、委員会として了承して良いか。 

委員 ： はい。 

 

⑵ 第４期市民協働推進計画案及び概要版について 

委員長 ： 一つ伺いたい。事業番号 41 のワークショップ手法のマニュアル

とは市職員に対して示しているものかどうか。 

事務局 ： はい。内容としては職員向けではあるが、市民に対しても市ホー

ムページで公開している。 

委員 ： 前回の委員会で「○○期」の部分を議論したが、特段こちらに対

するパブリックコメントが無かったということで少し残念に思

った。 

委員 ： 概要版１ページ目「改定のポイント」の「市民、『市民活動団体』、

『町内会等』、事業者及び市等多様な主体が対等な立場で協力し

て取り組むことができる環境を整備する。」とあるが、計画案５

ページでは「市民、市民活動団体、事業者、市」と記載があり、

地縁型市民活動団体（町内会等）の記載の有無や鍵括弧が付され



ているかどうかなど表記の差があるようなので、統一できると良

いのではないか。 

  また、記載を改めることを求めるものではないが、結局のところ、

市民、市民活動団体、事業者、市が連携するというのはどのよう

に連携するのか手段がはっきりとわからないので、もう少し具体

的に示せると良いのではないかと思った。 

委員長 ： 計画案は示されたとおりで執り進めて行くことにはなると思う

が、概要版の表記については、統一する形で整えたらどうか。 

事務局 ： 御指摘いただいた箇所の記載方法については、概要版を本編に合

わせるような形で修正する。 

委員長 ： どのように連携していくかは大変な問題だが、具体的にどうする

かを含め、他の委員からも今後に向けて御意見をいただきたい。

本委員会の中で話をする機会があれば良いと思う。 

委員 ： 市民活動団体の広報について、地域交流センター窓口で、「おか

ざき市民活動情報ひろば」の利用を促されたので、改めて当該サ

イトを確認したが、少し寂しいような印象を受けた。岡崎市のホ

ームページのリニューアルが行われるとのことだが、当該ホーム

ページも内容が充実できると良いのではないかと感じた。 

委員長 ： 委員の皆様には様々な意見交換をいただき、第４期市民協働推進

計画案ができてきたところだが、パブリックコメントの結果も踏

まえ、本日の会議をもって、本計画はこのような方向性で進めて

行きたいと思うが良いか。 

委員 ： 良い。 

 

⑶ 答申書「第４期岡崎市市民協働推進計画について」（案）について  

委員長 ： 内容については確認したのでこのまま答申を進めて行くという

ことで良いか。 

委員 ： よい。 

 

７ 答申 

「第４期岡崎市市民協働推進計画について（答申）」のとおり、市民協働推進

委員会委員長から市長に対して答申した。 

８ 閉会のことば 

９ 連絡事項 

事 務 局 ： 次回委員会については、決まり次第御連絡させていただく。 

 

－ 会 議 終 了 － 


